
投票日

1991年4月21日 大久保慎七 16,174（自民） 春原利計 8,702（社会） 若木稜江 5,790（共産）

1995年4月23日 大久保慎七 16,100（自民） 若木稜江 7,397（共産） 青木ひかる 7,282（無）

1999年4月25日 稲葉孝彦 14,209（自民・公明） 久保田俊二 13,600（民主） 大鳥竜男 6,868（共産） 鈴木敏文 2,334（無）

2003年4月27日 稲葉孝彦 20,499（自民・公明） どい英生 15,286（民主・共産） 上田とおる 2,662（無）

2004年7月11日 稲葉孝彦 29,659（自民・公明） 柴崎健一 22,343（民主・ネット）

2007年4月22日 稲葉孝彦 21,799（自民・公明） 久保田俊二 14,434（無） 小泉たみじ 4,580（共産）

2011年4月24日 佐藤和雄 18,765（ネット） 稲葉孝彦 16,586（自民・公明） はしづめ雅博 6,435

2011年12月18日 稲葉孝彦 14,383（自民・公明） 齋藤康夫 12,749（無） のむら隆 9,147（無） 小泉たみじ 3,434（共産）

2015年12月13日 西岡真一郎 12,849（無） 五十嵐京子 10,048（自民・公明） 白井亨 10,045（共産・ネット） 岩渕美智子 5,786（無）

2019年12月8日 西岡真一郎 18,579（無） 河野律子 10,759（自民・公明・維新） 森戸洋子 10,399（共産） 立花孝志 678（N党）

候補者氏名 票数（推薦・支持・支援等した主な党派）
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永岡文科大臣の通園バス事故

と記者の質問に不安を覚える
編集委員 佐野 浩

「市民運動新聞」
ご購読の方はお電
話･FAX･ホームペー
ジにてお申し込み
ください。(1部140円 半年2400円 1年4800円)

☆世界政府の樹立を
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（コスモ教育センター）
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学校の授業が

楽しくなる!!

小・中・高生

個人指導で弱点補強を!!東 進 塾

東 小 金 井 駅 南 口 す ぐ

駅前コスモ保育園
小金井市東町４-42-１-206

第二コスモ保育園
小金井市梶野町５-８-20-Ｂ

荻窪コスモ保育園
杉並区荻窪５-６-５-1F

第四コスモ保育園
小金井市梶野町５-８-25-10

なかみなみコスモ保育園
中野区南台３ｰ６ｰ17-3F

成田コスモ保育園
杉並区成田西３-８-12

こだはなコスモ保育園
小平市花小金井南町１-25-33-１F

武蔵境コスモ保育園
武蔵野市境１-20-５

みたいぐコスモ保育園
三鷹市井口1-9-19

ふちしらコスモ保育園
府中市白糸台3-44-23

おぎぶんコスモ保育園
杉並区天沼3-11-1-１F

しなおおコスモ保育園
品川区大井1-31-1-１F

十八コスモ保育園
小金井市梶野町５-10-29-１F

とごきしゅコスモ保育園
品川区平塚２ｰ11-1-1F

第六コスモ保育園
小金井市梶野町５-３-25-211

第十コスモ保育園
小金井市東町４-10-９

こだきしゅコスモ保育園
小平市花小金井南町１-25-33-1F

二十コスモ保育園
小金井市前原町３-41-24-２F(令和４年４月開園）

こだすずコスモ保育園
小平市鈴木町２-621-21(令和４年４月開園）

詳しくは右記まで
お問い合わせください

株式会社コスモズ
人事課 採用担当

TEL042-383-3024
小金井市東町4-38-26トーケンプラザB1F

★昇給あり！★借上社宅制度あり！★賞与年３回！（約4.5か月、２年目以降）★社会保険完備！

要保育士資格（実務経験不問）7：15～20：15の内、実働８ｈ 週休２日制

(※基本給・皆勤手当・会議手当・土曜出勤手当含）
月給 2 3 万 6 1 4 0 円＋経験給

保 育 士 募 集 ！

二 学 期 生 募 集 中 ！
小中高生 １科目 4,８60円より

（週１回、月計４回） 完全個人指導あり

ホームページ見て入塾金無料！

小学１・２年生向け
外国人講師のネイティブ英会話開講中

日本政治の劣化が言われて久しい。今

度の永岡大臣の事例でその思いは強い。

先月15日のこの欄で、永岡大臣が９月

６日、静岡県牧之原市の園児バス置き去

り死亡事故に関し、「痛ましい事故が再

度起きたことは極めて遺憾、一体（昨年

８月の福岡の園児置き去り事故の）あの

政府の通知は何だったのか」と言い、あ

の通知を守っていれば今回の事故は起こ

らなかった、との認識を示した。しかし、

昨年の政府通知は「人的エラーを起こさ

ないよう注意を喚起する通知」であり、

人為的過誤や失敗を完全に防ぐには、物

理的対応が必要。従って永岡大臣の「昨

年の通知を守っていれば、事故は起こら

なかった」とのその認識こそがまちがい、

と私は、先月のこの欄で指摘した。

案の定、この会見後、「バス内の動き

を感知するイモビライザーの設置」や

「バスへの人感センサーの設置」等、物

理的な対応を求める声が相次いだ。

９月13日、永岡大臣は再び会見

を開いた。某記者の「通園バス事

故に関し、関係府省会議で、『バ

スの安全装置設置支援案』が言わ

れているが、国が全額負担するの

か」の問いに対し、同大臣は「10

月中には答えられると思う」と述

べた。９月６日の、「あの通知を

守っていれば今度の事故は起こら

なかった」との認識は繰り返さな

かったが、まちがった認識であっ

た、との反省の弁はなかった。記

者もその点を追及していない。

この国民の声と大臣の対応と記

者の質問に私は不安を覚える。国

民の知る権利を代弁する記者がい

ない。会見場に緊張と成長がない。

日本政治の劣化が言われて久し

い。経済も永らく低迷している。

私はこの11月で傘寿である。

政
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８
月21日号から休刊していた小金井新聞(月３回発行)が10月11日の読売新聞に折り込まれていた。「編集人の体調不良による

休刊」だったそうだが無事復帰された。勝手に「小金井の２大地域新聞」と呼んでいる本紙にとって休刊中は寂しかった。

小金井の市長選
西岡真一郎前市長の辞職で、来月27日に市

長選が行われる。本紙は今号で創刊500号となっ

た。この機会に平成以降の市長選を振り返る。

経

済

創刊 号記念

新型コロナの「第７波」は８月下旬がピー

クで全国で１日約22万7000人が感染。その

後は減少傾向が続き、今月11日には１日２

万6000人弱まで減った。東京都では「第７

波」のピーク時に１日４万人を超えた。

今後、気になるのは「第８波」が来るか

どうか。小金井市内のある医師は「ヨーロッ

パは夏まで新規感染者が減少傾向だったが、

秋から増加に転じた。厚生労働省の会合な

どでは、第８波は避けられないと考えてい

る専門家が多い」と話す。

感染者数はどれくらいか。「新型コロナ

ウイルス感染症対策分科会の尾身茂会長が

『第７波』以上の高い波になる可能性があ

ると述べる一方、日本はワクチンも行き渡

り、今後も慎重な感染対策をとる人が多く、

『第７波』の３分の１程度で済むとの意見

もある」(前述医師)。内閣官房のAI・シミュ

レーションプロジェクトは４日、感染とワ

クチンのハイブリッド免疫により東京都は

最大で１万5000人程度と予測するデータを

公表。いずれにしろ「これからインフルエ

ンザとの同時流行も懸念される季節。基本

的な感染対策が必要」(同)だ。

マスクはたたき売り状態？

JR東小金井駅の改札前で行われていたマスクのセール

(10月14日撮影)。岸田首相が屋外でのマスク着用を緩

和する発言をするなどしていることから、メーカーが

在庫処分を始めたのか。「最近、マスクの在庫はかな

り減ってはいるが、店頭で在庫処分をする企業は限ら

れる」(全国マスク工業会･高橋伸哉専務理事) ようだ。

「第８波」が来るかどうか。それ次第か(下記参照)。

「第８波」は来る？
本紙の
大予測

勝敗の鍵は無党派へ!?

1991年の選挙は投票前に社会党推薦

の春原氏が優勢との見方もある中、本
すのはら

紙は「社会党人気のかげり」を指摘。

結果は自民推薦の大久保氏がダブルス

コア以上の差で再選。95年の選挙は直

前の都知事選で青島幸男氏が「政党批

判票」を集め当選したが、小金井市民

は極端な変化を求めず大久保氏が圧勝。

大久保氏は３期12年、市長を務めた。

99年の選挙は４人が立候補し、駅

周辺の整備などを公約に掲げ自民・

公明・自由党の推薦を受けた稲葉孝

彦氏(写真上左)が当選。２位の久保

田俊二氏とは600票の僅差だった。

本紙は「前途多難」だと指摘したが、

現実となったのは再選した翌年の04

年。議会で武蔵小金井駅南口の再開

発費を補正予算に盛り込みたい市長

と反対する市議との間で攻防が続い

た。本紙は「市民を苦しめ続けるな

ら出直し選挙を」と指摘したが、稲

葉市長は辞職を決断。「出直し選挙」

に挑み、結果、

民主やネット

などが支援した柴崎氏に勝利。稲葉氏

は07年の選挙は99年の選挙で接戦だっ

た久保田氏に7000票差をつけ当選した。

11年の選挙は稲葉氏のごみ政策を批

判した元新聞記者の佐藤和雄氏が当選

した。しかし佐藤市長は選挙戦で稲葉

市長のごみ政策を「４年間で20億円の

ムダ使い」と批判したことに、ごみ処

理を委託していた周辺自治体が反発し

たためわずか半年余りで辞職した。

佐藤市長辞職後の選挙では稲葉氏が

当選。稲葉氏は15年に引退。同年12月

の選挙は「子育て環境日本一」などの

公約を掲げた西岡氏(写真上右)が当選。

19年の選挙では無党派層の票を多く集

め、かつて強かった自公推薦の河野氏

に8000票の大差をつけたことが注目さ

れた。西岡氏は今月、市立保育園廃園

の専決処分が議会で不承認となったこ

とを受け辞職。小金井市長では５人目

となる任期途中での辞職となった。

任
期
中
辞
職
は
５
度

「前途多難」の稲葉市政

「ごみ」「保育園」で辞職

変化求めなかった市民

● 小 金 井 市 長 選 挙 開 票 結 果

※小金井市選挙管理委員会資料、選挙公報より本紙作成。候補者の敬称略、白抜き文字が当選者。党派名略称

、

く


